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・三重県側への搬送の選択
肢が出来たことで救急活動
の幅が
広がりました。

・整備前は、四日市港まで国道１号を利
用していましたが、現在は石槫峠道路
ルートを利用しています。輸送時間の
短縮、定時性の確保により経費削減、
安定した燃料供給が実現しています。

・開通前は、三重県側への搬送実績はあ
りませんでしたが、開通により三重県
側への搬送が可能となり、救急活動の
幅が広がりました。

・開通により東海圏から来られる車が多
くなりましたが、未だ離合困難な箇所
があり、敬遠している大型車もいるよ
うなので、今後の整備進捗に期待して
います。（観光業)

整備
事例

県際道路のバイパス整備により、信頼性の高い
道路交通を確保し、地域間交流が活性化

～国道４２１号（東近江市）～

開通前 開通後

・狭くて勾配が急な危険箇所の回避により所要時間が大幅に短縮するとともに
・冬季閉鎖区間も解消し、地域間交流が活性化
・新たな輸送経路の確保、観光、救急医療にも貢献

異常気象時通行規制区間

三重県施工

H23年開通

滋賀県施工

H23年開通

滋賀県施工

H10年開通
滋賀県施工
事業中区間

国施工
（石槫峠道路）

H23年開通

交通量の変化

道の駅「奥永源寺渓流の里」
H27年度オープン

【国道421号（石槫峠道路）】

現道の落石崩壊対策必要箇所
(15箇所)を回避

（消防関係者)

暮らしを支える道づくり

開通により冬季閉鎖を解消

：一部整備済区間

20分
11.1km

4.5分
4.5km

石榑峠道路

滋賀県

東近江市役所

四日市港

三重県

開通後ルート
所要時間(混雑時)：95分(60km)

事業箇所拡大図

（卸売業)

地域の声

（台）

交
通
量
（昼
間
12
Ｈ
）

597台

143台

貨物車交通量は
約４倍に増加

事業中区間の完成で
さらに通行が便利に

出典：道路交通センサス（国土交通省）

開通前後の輸送ルートの変化


